
平成25年度 新潟県交通災害共済
交通災害共済は、全市町村で行う助け合いの制度です。

  お申込期間 平成 25年２月１日～３月29日
  共 済 期 間 平成 25年４月１日～平成26年３月31日

年会費５００円

お問い合わせ 市役所 総務課 防災危機管理室 ☎63－5135

または、各支所・行政サービスセンターの担当係へお願いします。

※４月以降のお申し込みは、その翌日から平成26年３月31日までが
　共済期間になります。

　
市
営
住
宅
　

◆
青
木
第
２
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
３
１
６
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
５
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
６
５
０
０
円

◆
羽
茂
住
宅
（
羽
茂
）

　※

単
身
者
も
申
込
み
可
能

　
所
在
地
　
羽
茂
本
郷
１
１
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
18
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
２
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

　
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
　

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、
申

請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
２
月
28
日(

木)

午
後
５
時

入
居
可
能
日

　
３
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名 

※
県
営
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
　
住
宅
係

　
☎
63―

５
１
１
８

　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

【
応
募
資
格
】

※

共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に

該
当
す
る
こ
と
。

・
青
木
第
２
住
宅
、
お
り
と
住
宅
「
④

⑤
」

・
羽
茂
住
宅
「
⑤
」

・
真
浦
団
地
「
④
⑥
」

・
大
野
第
２
住
宅
「
⑦
⑧
⑨
⑩
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課(

市
税
な
ど)

を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者(

婚
約
者
を
含
む)

の
満
年
齢
が
申
込
み
日
に
お
い
て
70

歳
以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者(

婚
約
者
を
含
む)

が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
者
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶
者
の

直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅
の

所
在
地
に
住
所
を
移
転
で
き
る
こ
と

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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架
空
ま
た
は
実
在
の
弁
護
士
名
を
名
乗
る

何
者
か
が
、
電
話
や
手
紙
で
架
空
の
手
続
き

を
持
ち
か
け
、
費
用
を
請
求
す
る
と
い
う
悪

質
な
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

 

具
体
例

・「
○
○
被
害
者
の
会
」
の
顧
問
弁
護
士
か

ら
、
被
害
金
を
取
り
戻
す
手
続
に
か
か
る

費
用
を
請
求
す
る
案
内
文
書
が
届
い
た
。

弁
護
士
名
も
法
律
事
務
所
名
も
実
在
の
も

の
だ
っ
た
が
、
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
は
実
在
す
る
も
の
と
は
全
く
異

な
っ
て
い
た
。

・
弁
護
士
名
（
実
在
の
弁
護
士
名
に
酷
似
）

で
「
告
発
通
知
」
が
届
い
た
。
内
容
は
、

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
の
製
造
業
者
が
警
視
庁

に
摘
発
さ
れ
、
以
前
ビ
デ
オ
を
購
入
し
た

人
も
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
弁
護
士
に
連

絡
し
な
い
と
即
刻
告
発
さ
れ
る
と
書
い
て

あ
る
が
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
購
入
し
た

こ
と
は
な
い
。

・「
通
信
販
売
で
購
入
し
た
商
品
の
代
金
が
入

金
さ
れ
な
い
た
め
、
民
事
提
訴
を
し
た
」

と
、
法
律
事
務
所
へ
の
連
絡
を
促
す
通
知

が
届
い
た
。
「
裁
判
執
行
予
定
」
「
給
料

差
し
押
さ
え
」
「
強
制
執
行
」
な
ど
の
言

葉
が
並
ん
で
お
り
、
不
安
に
な
っ
た
。

 

ア
ド
バ
イ
ス

・
連
絡
す
る
と
個
人
情
報
が
流
出
し
た
り
、

必
要
の
な
い
手
続
き
の
料
金
を
請
求
さ
れ

た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
身
に
覚

え
の
な
い
場
合
は
、
決
し
て
連
絡
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

・
各
都
道
府
県
の
「
弁
護
士
会
」
に
連
絡
を

し
、
当
該
弁
護
士
が
所
属
す
る
法
律
事
務

所
の
（
本
当
の
）
電
話
番
号
を
確
認
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
新
潟
県
弁
護
士
会

　
　
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
５
５
３
３

　
東
京
弁
護
士
会

　
　
☎
0
3
―
３
５
８
１
―
２
２
０
１

・
ほ
か
に
も
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員
や

県
庁
職
員
、
警
察
官
等
に
「
な
り
す
ま
し
」

て
、
各
種
手
続
き
の
手
数
料
を
送
金
さ
せ

る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
た
際
は
、

相
手
方
に
連
絡
し
た
り
、
振
り
込
ん
だ
り
す

る
前
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

　
訪
問
販
売
業
者
が
「
講
演
会
を
開
催
し
た

い
」
と
依
頼
し
て
公
民
館
を
借
り
上
げ
、
集

ま
っ
た
地
域
住
民
に
商
品
購
入
を
勧
め
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
と
、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 

具
体
例

・
自
治
会
長
等
、
地
域
の
世
話
役
的
な
方
の

自
宅
を
突
然
訪
問
し
、
公
的
機
関
の
職
員

で
あ
る
か
の
よ
う
に
告
げ
て
公
民
館
等
を

借
り
上
げ
た
。

・
自
治
会
長
等
の
信
用
を
利
用
し
て
集
客
を

行
っ
た
。

・
公
的
な
講
演
会
だ
と
思
っ
て
参
加
し
た
住

民
に
、
商
品
の
購
入
を
勧
め
た
。
　

　
佐
渡
市
内
で
も
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

ア
ド
バ
イ
ス

・
公
共
施
設
の
借
用
や
、
住
民
へ
の
声
か
け

を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
、
相
手
方
に
つ
い

て
良
く
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
公
共
施
設
の
借
用
目
的
を
き
ち
ん
と
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
物
品
の
販
売
目
的
と
予
見

で
き
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

・
公
的
機
関
（
市
役
所
、
県
庁
、
警
察
等
）

の
職
員
に
な
り
す
ま
し
て
声
を
か
け
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
信
用
せ
ず
、

電
話
帳
等
で
当
該
機
関
の
電
話
番
号
を
調

べ
、
真
偽
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
過
去
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
業
者
か
否
か
、
当

セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
で
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
や
、
契
約
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課 

市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
佐
和
田
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

弁
護
士
名
を
名
乗
る

架
空
請
求
に
注
意
！

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、

契
約
前
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

自
治
会
長
宅
に
突
然
の
訪
問
！

公
的
な
講
演
会
開
催
を
装
っ
た

訪
問
販
売
に
注
意
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～★美味しいスィーツ×チョコフォンデュ×出逢い
　　　　　　　　　　　を楽しめる特別イベントです★～
　平成24年度最終イベント。島外女性と出逢えるチャンスです!!
絶景を満喫できる朱鷺メッセ31階の展望室で素敵な友達の輪を広
げませんか？
と　き　３月17日(日)午後３時～午後５時30分
ところ　朱鷺メッセBefco展望室31階
　　　　スカイラウンジPanorama
※現地集合現地解散です。往復交通費等は自費でお願いします。
　アルコールの提供はありません。
参加費　3,000円（佐渡在住男性割引価格）
定員　　男性15人（おおむね25歳～45歳位）
※佐渡島内枠15名、全体での募集人数は40名位です。

お申し込み　市役所地域振興課地域振興係まで
〒952-1292　佐渡市千種232番地
☎（0259）63―4152　FAX（0259）63―5125
①氏名②住所③電話番号④年齢をお知らせください。
 （電話・FAX・郵送可）受付時間：平日午前９時～午後５時
締切り　３月４日(月)午後３時まで
※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。
※参加者には後日案内文書を送付いたします。
事前セミナー「幸せのヒント・短期集中アドバイス」
※参加者は事前セミナーの受講をお願いします。
日時　３月７日(木)午後７時～午後９時
場所　アミューズメント佐渡２階文化情報センター
講師　株式会社アクセス・ネットワーク アドバイザー
内容　イベントタイムスケジュール等
主催　㈱アクセス・ネットワーク　共催　佐渡市

独身男性限定・参加者募集中！！
　　　「40 vs 40スィーツ♥ビュッフェＰａｒｔｙ」



　
鉱
石
を
粉
状
に
し
て
鉱
物
を
選
別
す
る

勝
場
で
は
、
金
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

「
水
筋
」
と
、
銀
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

「
汰
物
」
に
分
け
ま
す
。
こ
れ
ら
を
そ
れ

ぞ
れ
金
銀
に
製
錬
す
る
所
を
「
床
屋
」
と
い

い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、「
大
吹
床
」
と
「
灰
吹
床
」
が

あ
り
ま
す
。

　
大
吹
床
で
は
、
水
筋
を
鞴
で
吹
き
た
て

ま
す
。
水
筋
は
さ
び
を
防
ぐ
た
め
に
水
の

中
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
紙

に
包
み
、
鉛
と
一
緒
に
溶
か
し
ま
す
。
水
筋

と
鉛
が
溶
け
あ
っ
た
も
の
を
「
筋
金
湯
折
」

と
い
い
、
こ
れ
を
灰
吹
床
で
吹
き
溶
か
す

と
、
鉛
は
灰
に
浸
み
込
み
、
金
だ
け
が
炉

に
残
り
ま
す
。
こ
れ
を
塩
と
一
緒
に
蒸
す

と
「
面
筋
金
」
に
な
り
ま
す
。

　
汰
物
は
「
須
灰
床
」
で
鉄
や
鉛
と
一
緒

に
吹
き
溶
か
し
て
柄
実
（
不
純
物
）
を
取

り
除
き
、「
湯
折
」
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
、

灰
吹
床
で
鉛
を
灰
に
浸
み
込
ま
せ
、
銀

（
山
吹
銀
）
を
得
ま
す
。

　
取
り
除
い
た
柄
実
は
細
か
く
砕
き
、
須

灰
床
で
再
び
汰
物
と
一
緒
に
溶
か
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
作
業
は
何
度
で
も
繰
り
返
し
、
最

後
に
は
金
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
土
砂
や
泥
な
ど
と
一
緒
に
「
汰
物
焼
窯
」

で
溶
か
し
、
徹
底
的
に
金
銀
を
回
収
し
ま

し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
14
）　
―
製
錬
と
床
屋
―

せ
り
ばゆ

り
も
の

み
ず
す
じ

ふ
い
ご

め
ん
す
じ
き
ん

す
ば
い
ど
こ

す
じ
か
ね
ゆ
お
り

か
ら
み

　
３
月
30
日
（
土
）
の
ト
キ
ふ
れ
あ
い
施
設

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
ト
キ
に
さ
ら
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
身
近
で
親
し
ま
れ
る
施
設
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
し
て
い
く
た
め
、
全
国
か
ら
愛
称

を
募
集
し
審
査
し
た
結
果
、
以
下
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

【
ト
キ
ふ
れ
あ
い
施
設
】（
応
募
総
数
２
８
５
通
）

最
優
秀
賞
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

　
　
　
　
　
神
奈
川
県
　
赤
羽
　
太
郎 

様

優
秀
賞
　
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
佐
渡
市
　
　
葛
野
　
春
花 

様

優
秀
賞
　
「
ト
キ
め
き
館
」

　
　
　
　
　
佐
渡
市
　
　
菊
地
　
晋
　
様

【
ト
キ
着
ぐ
る
み
】（
応
募
総
数
３
７
５
通
）

最
優
秀
賞
「
サ
ド
ッ
キ
ー
」

　
　
　
　
　
新
潟
市
　
　
本
間
　
大
幹 

様

優
秀
賞
　
「
ト
キ
坊
」

　
　
　
　
　
佐
渡
市
　
　
中
村
　
小
百
合 

様

優
秀
賞
　
「
ト
キ
丸
」

　
　
　
　
　
東
京
都
　
　
渡
部
　
加
奈 

様

　
な
お
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

方
を
、
３
月
30
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ン
記
念

式
典
の
中
で
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
12
月
19
日
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
の
寄
附
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
佐
渡

汽
船
運
輸
㈱
様
よ
り
31
万
５
１
１
８
円
の

ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平

成
21
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に

お

い

て

、

「
ト
キ
応
援
宅

配
便
」
料
金
の

一
部
を
基
金
へ
寄
付
す
る
と
い
う
取
組
み

に
よ
る
も
の
で
す
。
今
年
で
４
回
目
と
な

り
、
寄
付
総
額
は
94
万
３
６
１
５
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
引
き
続
き
、
新
潟
市
在

住
の
佐
渡
出
身
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

カ
ン
ゾ
ウ
の
会
様
に
よ
る
贈
呈
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ト
キ
の
野
生
復
帰
の
た
め
に
と
、

今
年
９
回
目
と
な
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

寄
付
総
額
は
85
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の
生
息
環
境
整
備
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　
室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　
☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ
ふ
れ
あ
い
施
設
、
ト
キ
の
着
ぐ
る
み
の
愛
称
決
定
！

灰
吹
床
の
図
　
汰
物
を
鉛
と
と
も
に
炭
火
で
加
熱

し
銀
を
回
収
す
る
。
入
口
に
は
関
係
者
以
外
の
立

ち
入
り
を
禁
ず
る
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
吹
床
の
図
　
水
を
含
ま
せ
た
わ
ら
ぼ
う
き
で
湯

折
か
ら
柄
実
を
取
り
除
い
て
い
る
。
図
の
下
に
は

汰
物
焼
窯
が
見
え
る
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

99
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佐渡汽船運輸㈱様による贈呈

ご応募いただいた皆様、

本当にありがとうござ

いました。



　
金
井
小
学
校
は
、
佐
渡
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
全
校
児
童
３
１
４
人
と
島

内
で
一
番
児
童
数
の
多
い
学
校
で
す
。

創
立
は
、
明
治
22
年
尋
常
科
金
澤
小
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
21

年
に
は
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
し
た
歴
史
の
古
い
学
校
で
す
。

　
教
育
目
標
「
よ
く
学
び 

よ
く
遊
び 

よ
く
働
く
子
」
の
具
現
を
目
指
し
、
地

域
の
方
々
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
日
々
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
運
動
会
で
は
、
佐
渡
の
代
表
的
な
伝

統
芸
能
で
あ
る
「
佐
渡
お
け
さ
」
の
唄

に
初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。
地
域
の
芸

能
団
体
で
あ
る
荒
波
会
の
生
演
奏
の

下
、
代
表
児

童
に
よ
る
唄

と
全
校
児
童

に
よ
る
踊
り

を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
地

域
、
児
童
、

保
護
者
が
一

体
と
な
っ
た

瞬

間

で

し

た
。

　
そ
の
他
に
も
５
年
生
に
よ
る
稲
作
体

験
、
文
化
祭
の
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
で
の

お
こ
し
型
、
国
道
沿
い
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
等
、
地
域
の
方
々
か
ら
ご
指
導
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
場
の
ス
キ
ー
授
業
は
、
金
井

地
区
に
あ
る
平
ス
キ
ー
場
を
使
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
島
内
で
は
体
験
す
る
こ
と
が
難
し
い
ス

キ
ー
で
す
が
、
自
衛
隊
の
方
々
の
ご
指
導

の
下
、
広
い
ゲ
レ
ン
デ
で
歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
当
校
は
、
平
成
25
年
３
月
に
閉
校
と
な

り
、
４
月
に
は
新
生
金
井
小
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
現
在
の
校
地
・
校
舎

と
は
お
別
れ
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
と
共

に
歩
む
学
校
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
☎
23
―
４
８
９
８

　「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

（
そ
こ
は
）
雪
国
で
あ
っ
た
。」
で
始
ま
る

川
端
康
成
の
小
説
「
雪
国
」
の
舞
台
は
、

新
潟
県
の
湯
沢
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
こ
の
季
節
は
、
東
京
か
ら
新
幹
線

に
乗
り
、
越
後
湯
沢
へ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
一
面
銀
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
県

外
の
人
は
、
豪
雪
地
帯
に
住
む
新
潟
県
の

人
た
ち
は
当
然
み
ん
な
ス
キ
ー
が
滑
れ
る

と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
事

が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
は
、
上
・
中
越
の
よ
う
な
豪
雪
地

帯
も
あ
れ
ば
、
佐
渡
や
新
潟
市
内
の
よ
う

に
雪
が
少
な
い
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
積

雪
量
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
新
潟
県

内
で
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
が
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
佐
渡
島
は
、
暖
流
の
影
響
で
本
土
に
比

べ
て
比
較
的
積
雪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
潟
県
の
上
・
中
越
地
域
で
大

雪
に
な
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
北
西
の
方

向
か
ら
吹
く
「
季
節
風
」
と
い
う
強
い
風

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節
風
は
、

日
本
海
の
上
を
通
過
す
る
際
、
温
か
い
対

馬
暖
流
の
影
響
で
湿
っ
た
空
気
と
な
り
、

高
い
山
脈
に
ぶ
つ
か
る
中
で
湿
っ
た
空
気

が
雪
に
変
わ
り
、
上
越
や
中
越
に
大
雪
を

も
た
ら
し
ま
す
。
雪
を
落
と
し
き
っ
た
空

気
は
、
山
を
越
え
、
群
馬
な
ど
に
「
か

ら
っ
風
」
と
な
っ
て
吹
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る

新
潟
県
の
中
で
も
、
新
潟
市
内
は
積
雪
が
少

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
新
潟
市
を
季
節
風
か

ら
守
る
「
盾
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
、
佐
渡
島
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐
渡

島
の
山
地
の
方
向
は
北
東
―
南
西
に
延
び
て

い
ま
す
。
北
西
か
ら
吹
く
季
節
風
の
流
れ

を
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
大
佐
渡
山

地
が
変
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
新

潟
市
へ
は
比
較
的
影
響
が
少
な
く
、
流
れ
の

変
わ
っ
た
雲
が
集
ま
る
上
・
中
越
地
域
で
大

雪
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
佐
渡
島
が
「
大
地
の
し
わ
」
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
が
、
冬
の
新
潟
市
か

ら
見
た
ら
佐
渡
島
は
「
し
わ
」
で
は
な
く

「
盾
」
な
の
で
す
ね
。
こ
れ
も
ジ
オ
パ
ー
ク

の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
お
化
粧
の
時
、
し
わ
が
あ
る
と
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
の
「
ノ
リ
」
が
悪
い
で
す
よ

ね
。
し
わ
の
手
前
で
粒
子
が
溜
ま
っ
て
し

ま
っ
た
り
…
。
こ
の
状
態
は
ま
さ
に
大
雪
を

降
ら
せ
る
仕
組
み
と
一
緒
な
の
で
す
。
高
い

山
の
麓
を
「
し
わ
」
と
考
え
る
と
、
雪
が
積

も
る
の
も
何
と
な
く
う
な
ず
け
ま
せ
ん
か
？

　
自
然
界
の
雪
と

は
違
っ
て
、
人
の

場
合
は
念
入
り
に

直
し
て
ム
ラ
な
く

仕
上
げ
ま
す
が

…
。

◆
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室

（
両
津
郷
土
博
物

館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

あ
る
時
は「
し
わ
」、

　
　
　
ま
た
あ
る
時
は
…
？

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉒

佐渡おけさの唄に挑戦

平スキー場での授業

季節風の流れ　概念図

佐
渡
市
立 
金
井
小
学
校

13
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10
月
22
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
の
10
日

間
、
17
チ
ー
ム
が
３
つ
の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
、

計
40
試
合
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
Ａ
リ
ー
グ
で
は
最
終
日
に
、
こ
こ
ま
で
１

敗
で
連
覇
を
狙
う
「
入
川
分
館
」
と
、
全
勝
で

久
し
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す
「
二
見
分
館
」

と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
は
大
接
戦

の
末
、
前
回
覇
者
の
「
入
川
分
館
」
が
意
地

を
見
せ
、
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
２
―
１

で
勝
利
し
ま
し
た

が
、
総
合
成
績
で

は
得
セ
ッ
ト
率
で

「
二
見
分
館
」
が

上
回
り
、
悲
願
の

優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
Ｂ
リ
ー
グ
で

は
、「
稲
鯨
分
館
」
が
全
勝
で
優
勝
し
、
Ｃ
リ

ー
グ
で
は
、
得
セ
ッ
ト
率
で
「
第
三
分
館
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
分
館
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
リ
ー
グ
３
位
ま
で
の
順
位
は
次
の
と
お
り

Ａ
リ
ー
グ
　
１
位
　
二
見
分
館
　
２
位
　
入

川
分
館
　
３
位
　
橘
分
館

Ｂ
リ
ー
グ
　
１
位
　
稲
鯨
分
館
　
２
位
　
北

川
内
・
後
尾
分
館
　
３
位
　
大
浦
分
館

Ｃ
リ
ー
グ
　
１
位
　
第
三
分
館
　
２
位
　
北

片
辺
分
館
　
３
位
　
第
五
分
館

　
12
月
２
日
（
日
）
、
40
回
目
を
迎
え
る
「
小

木
芸
能
祭
」
を
、
あ
ゆ
す
会
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
芸
能
祭
は
、
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
す
る
若
者
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委

員
会
が
主
体
と
な
り
、
準
備
や
当
日
の
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
講
座
・
自
主
学

級
、
公
民
館
分
館
、
学
校
、
有
志
団
体
等
か

ら
21
団
体
が
出
演
し
、
約
３
３
０
名
の
地
域

の
方
々
が
芸
能
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
な

お
、
チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
に
つ
い
て

は
、
小
木
地
区
の

分
館
お
よ
び
出
演

団
体
か
ら
協
力
を

い
た
だ
く
と
と
も

に
、
そ
の
売
上
金

は
チ
ャ
リ
テ
ィ
と

し
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
し
て

い
ま
す
。

第
31
回
分
館
対
抗
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
大
会（
相
川
地
区
）

子どもたちに本のプレゼント
　佐渡ライオンズクラブ（会長 臼杵 

仁）と姉妹クラブにあたる東京神楽

坂ライオンズクラブ（会長 矢代 英

昭）から、今年度も70冊もの児童書の

寄贈をいただきました。これは、佐渡

の教育文化の振興や子どもたちの健

全育成にと、昭和 46年から毎年寄贈されています。これらの本

は、東京神楽坂ライオンズ文庫として、両津図書館に所蔵されて

います。今年度、いただいた主な図書は次のとおりです。

　・やんちゃっ子の絵本（クレヨンハウス）

　・バーバパパえほん（講談社）

　・宗田理「ぼくら」シリーズ（ポプラ社）

　・世界の文字と言葉入門（小峰書店）　ほか

寄贈資料の紹介　　ありがとうございました。
　編者の本間正人さんからいただきました。

　・「文人歌集　うつせみ」本間文人 // 著　本間正人 // 編

　　文芸社

　著者の笠井淳子さんから、ご自身の著書をいただきました。

　・「翔べ未来　そして生きよ」上・下

　・「かがやき」　　・「いぶき」

　小木地区の人形劇グループ「パペット・シアター・
キッチン」による人形劇公演が開催されます。今年
は、佐渡にゆかりのある児童文学者、舟崎克彦原作の
「ぽっぺん先生の動物日記」です。
日時　２月23日(土)午前11時～11時30分
会場　中央図書館  ２階講座室
お問い合わせ
　小木図書館
　☎86―3841
　中央図書館
　☎63―2800

　中央図書館の図書充実のためにと100,000円と
『吉井本郷史』のご寄附をいただきました。
　たいへんありがとうございました。

人形劇公演のお知らせ

第
40
回 

小
木
芸
能
祭
 
（
小
木
地
区
）

故関根幸雄さんのご遺族から
　　　　　　　ご寄附をいただきました

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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首都圏アンテナショップめぐり
　首都圏では、アンテナショップの数が“40か所 ”を超えてお
り、その中で、新潟県を代表する次の二つを紹介する。
 丸の内佐渡特選館
　昨年11月末、ＴＢＳテレビの
昼番組“ひるおび！”で放映され
て以来、首都圏で関心が高まっ
ている。東京丸の内、国際ビル
１階に、平成22年８月にオープ
ンした佐渡のアンテナショップ
であり、ひと足早く新穂大野に
オープンした「佐渡特選市場」の
姉妹店である。東京の真ん中で、「コシヒカリや農産物」、「日
本海の海産物」、「美味しい佐渡の酒」等が用意されている。
人間国宝・伊藤赤水氏の無名異焼が常設され、佐渡の“赤玉石”
が人気を博している。昨年は丸の内を離れ、新宿京王百貨店
アンテナショップ、ＪＲ大宮 佐渡フェア等、12回におよぶ販
売活動を繰り広げている。また、オープンから３年目を迎え、
入店者数が 5万4000人／年となり、その実績をベースにして
昨年夏から、“丸の内 島ポータルショップ ”と称した活動を展
開し、全国の離島“20島 ”との連携を目指して、その活動範囲
を広げている。今後の大いなる発展が期待される。
 表参道・新潟館ネスパス
　東京原宿・表参道駅から徒歩
１分に位置する“新潟県のアン
テナショップ ”である。平成９
年６月にオープン、新潟の「食」
を中心に観光、Ｕ・Ｉターン情報
等を発信している。物産販売店
舗では、米、酒、魚など佐渡を
始めとする新潟の美味しいもの
が約1000品目勢揃いしている。近年の入館者数は年間“100
万人”を超えており、首都圏の中でも際立った活躍をしている。
尚、佐渡市東京事務所は、その２階の一角にあり積極的な連
携を図り運営している。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

　近年の麻しん（はしか）の流行を受
け、予防接種法に基づく麻しん風しん
予防接種（平成24年度の高校３年生と
平成24年度中に６歳になるお子様）を
行っています。
　平成25年３月31日(日)までに、委託
医療機関で予約して接種することにな
っています。料金は無料です。（平成
25年４月１日以降は全額自己負担にな
ります。）
　未接種者の方はできるだけ早い接種
をお勧めします。
お問い合わせ
市役所市民生活課健康推進室健康増進係
☎63―3115

★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　２月18日(月)～22日(金)
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、担保
権の設定等の手続き

・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・建物の新築、増築についての手続き
・金銭の貸し借り、借地・借家等のトラ
ブルの申し立て

・多重債務者の調停、訴訟、自己破産等
による救済の申し立て

・訪問販売の解約、保証人、隣地間のも
め事等の手続き

・家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁
等の問題の手続き

・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前贈
与・遺言・負担付遺贈・死因贈与・信
託・財産管理委任契約等の手続き）

その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部　☎55―３１１７

麻しん風しん予防接種（高校３年生対象
と６歳になるお子様）を受けましょう

開催日　４月20日(土)～29日(月・祝)（10日間）
会　場　佐渡金山第３駐車場周辺
内　容
○夜桜ライトアップ
　時間　午後７時～９時30分
　場所　佐渡金山第５駐車場～第３駐車場周辺(予定)
○露　　店　期間　土・日・祝日のみ
　　　　　　場所　第３駐車場内
○夜桜散策　場所　坑道入口～第３駐車場
　　　　　　時間　午後７時～９時30分
出店者募集！
　佐渡金山夜桜まつり開催に合わせまして出店者を
募集いたします。ご希望の方は出店詳細をお送りし
ますので実行委員会までお問い合わせください。
お問い合わせ
佐渡金山夜桜まつり実行委員会 ☎74―2220

　相川京町通りを中心に開催されます第12回京町音頭流し

「宵乃舞」の参加団体を募集します。

開催日　　６月１日(土)・２日(日)午後７時～午後９時30分
会　場　　京町通り・佐渡奉行所
参加資格　参加には「踊り手」、「地方」、「スタッフ」が必要です。
締　切　　３月１日(金) 到着分
参加料　　一団体につき3,000円（保険料、参加賞込）
お申し込み・お問い合わせ
　参加申込書に必要事項をご記入の上、実行委員会までお送

りください。詳しくは宵乃舞実行委員会 ☎74―2220

初めて参加される団体には団体名入り提灯を進呈！！

鉱山祭 おけさ流し・佐渡おけさ  参加団体も
　　　　　　　　　　　　　　あわせて募集中です！
　夏の相川、飛んで、跳ねて、唄って、踊って・・・

佐渡おけさを心行くままに!!

お問い合わせ　鉱山祭実行委員会 ☎74―2220

司法書士による無料法律相談

佐渡金山夜桜まつり　開催！！ 京町音頭流し「宵乃舞」　参加団体募集

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 12.11～1.11届出

12.2

12.3

12.17

12.27

12.28

12.28

12.6

12.8

12.10

12.25

12.8

12.21

俊久

剛

哲史

悟

拓也

真理

典廣

勝幸

豪

将海

正敏

孝芳

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

加茂歌代

両津夷

梅津

住吉

両津湊

加茂歌代

姫津

北川内

相川鹿伏

稲鯨

下長木

河原田本町

（さくたろう）

（みと）

（そうたろう）

（だいご）

（ひでとら）

（こう）

（ひびき）

（みりあ）

（りょうた）

（めり）

（えいた）

（のぞみ）

宮　川　咲太郎

仲　川　未　都

相　良　蒼太朗

木　村　大　悟

北　　　秀　虎

大　田　虎　羽

森　川　　　響

中　村　魅流愛

篠　原　涼　太

岩　﨑　明　莉

菊　地　瑛　太

伊　藤　希　美

12.11

12.11

12.12

12.14

12.14

12.15

12.22

12.24

12.29

12.31

1.2

1.3

1.5

1.5

1.6

1.7

1.9

12.11

12.12

12.17

12.25

12.26

12.28

12.29

12.30

1.2

1.2

1.3

1.6

1.8

1.9

12.11

12.15

12.18

12.21

12.23

12.28

12.30

1.4

1.7

1.8

1.8

1.9

1.10

12.9

12.13

12.22

83

87

95

86

92

78

91

81

89

83

87

87

83

86

75

74

76

94

75

58

85

85

81

61

91

86

75

88

58

96

51

80

80

80

77

67

77

82

70

54

36

84

89

82

90

85

97

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

梅津

春日

下久知

春日

真木

河崎

加茂歌代

河崎

白瀬

岩首

両津夷

両津湊

水津

鷲崎

上横山

鷲崎

加茂歌代

相川下山之神町

戸中

米郷

北片辺

岩谷口

戸中

相川下戸炭屋浜町

高瀬

相川大浦

相川三丁目浜町

小川

橘

五十浦

稲鯨

窪田

河原田本町

沢根町

中原

中原

河原田諏訪町

石田

山田

東大通

八幡

河原田本町

窪田

沢根炭屋町

吉井本郷

千種

三瀬川

堀　切　カ　ツ

神　藏　ユ　キ

奥　野　ヒ　サ

齋　藤　ヒ　サ

古　保　武　次

　　池　寳　雄

本　間　ミノル

角　坂　　　澄

臼　杵　良　美

本　間　タ　ヱ

寺　嶋　美代志

武　田　政　雄

関　　　新　一

本　間　シズヱ

石　川　春　子

澁　谷　眞　愛

小田島　富美子

藤　木　莞　爾

村　上　　　武

山　本　眞佐美

中　返　正　治

川　端　石　松

坂　野　　　喬

武　内　昭　仁

佐々木　サ　マ

中　川　　　淸

松　榮　　　新

村　井　一　二

坂　下　義　浩

山　本　キ　ヨ

岩　﨑　晴　子

塩　田　和　子

可　野　國　敏

青　野　道　夫

野　田　雅　已

萩　尾　登志子

藤　田　八　束

松　本　キクヱ

殿　内　綾　子

安　達　栄　次

川　端　美　紀

竹　田　ス　ミ

川　井　三　枝

本　間　惠美子

仲　川　由　男

井　上　サ　ヨ

伊　藤　キ　ヨ

12.23

12.24

12.25

12.27

1.5

1.6

1.7

12.14

12.16

12.17

12.20

12.25

12.31

12.14

12.16

12.25

12.27

12.30

12.30

1.3

1.4

1.7

1.10

1.9

12.16

12.24

1.4

1.4

1.8

12.11

12.10

12.18

12.19

12.23

12.27

12.31

12.31

1.5

1.5

1.7

1.8

12.11

12.23

12.30

1.7

82

86

88

59

68

81

88

78

96

87

95

98

78

73

85

87

65

90

83

90

91

64

95

92

78

89

82

83

82

87

79

77

84

87

92

94

99

93

83

78

83

86

99

91

90

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

千種

吉井本郷

中興

吉井本郷

中興

三瀬川

中興

新穂瓜生屋

上新穂

新穂長畝

新穂大野

新穂大野

新穂

三宮

三宮

畑野

畑野

宮川

目黒町

寺田

三宮

目黒町

多田

畑野

真野新町

長石

四日町

吉岡

名古屋

小木町

羽茂小泊

羽茂亀脇

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂三瀬

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂村山

羽茂大崎

羽茂本郷

下川茂

徳和

杉野浦

真浦

山　城　　　雄

瓜　林　一　枝

鈴　木　重　巳

永　田　月　子

江　口　　　　

稲　葉　敏　子

田　中　ハツエ

霍　間　　　彰

高　橋　吉太郎

早　川　ヨ　シ

佐　藤　貞　次

本　間　千代子

伊　藤　　　弘

池　亀　善一郎

中　川　賢　治

渡　部　友　子

榮　　　　　進

中　川　ア　イ

渡　部　賢　吉

渡　部　カ　ツ

中　川　チ　ヨ

加　藤　二　郎

杉澤　りよう子

本　間　吾　作

町　野　良　行

佐々木　ミヨシ

羽二生　　　明

太　田　　　修

笠　井　和　夫

中　川　太　郎

佐々木　　　枝

尾　仲　孝　吉

帶　刀　ルリ子

中　川　ゲ　ン

福　永　　　晴

中　原　ツ　ヤ

春　日　カ　ヨ

庵　原　士　郎

加　藤　ツ　ギ

藤　井　ハルミ

白　木　裕　二

桶　川　一　枝

岩　込　サ　ヨ

金　子　　　松

金　子　マツヱ

1.3

12.3

12.9

12.6

12.18

12.31

12.27

12.10

1.7

12.5

12.13

12.17

美貴

幸重

崇宏

貴明

靖慎

翼

将師

純

康栄

秀雄

辰雄

竜也

佐和田

金　井

　〃

新　穂

畑　野

　〃

真　野

小　木

　〃

羽　茂

　〃

赤　泊

市野沢

吉井本郷

千種

下新穂

寺田

宮川

真野新町

小木町

小木町

羽茂本郷

羽茂大橋

上川茂

（はるき）

（ゆうと）

（みらい）

（れんと）

（じゅい）

（ゆうり）

（しょうご）

（ましろ）

（えいじ）

（みつき）

（るな）

（そうし）

本　間　陽　稀

石　塚　佑　斗

辻　　　美　礼

土　屋　蓮　翔

須　田　寿　維

加　藤　優　璃

菊　地　将　悟

磯　部　眞　白

髙　野　瑛　士

長　原　光　輝

木　村　瑠　那

本　間　蒼　志

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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　学校給食では、食育の推

進と地場産物の使用拡大を

目指し『地産地消』に取り組んでいます。この日の佐渡

産食材は、朱鷺認証米、佐渡牛乳、ぶり、ごぼう、にん

じん、じゃがいも、長ねぎでした。

　浦川小学校では、月に２～３回「黒姫でとれた魚の日」

という献立日があり、この日も地元黒姫の海でとれた新鮮

なぶりが使われました。学校給食週間に向け、健康委員会

の児童が黒姫魚場を訪問し、漁師の方にインタビューをし

ました。漁に出る時間や船の大きさ、漁に使う網のことな

どを詳しく聞いてきました。

　また、地元農家の方から、年間を通じて旬の野菜を提

供していただいており、給食の時間には、生産地や地元

生産者の方の紹介をして、感謝の気持ちをもって食べて

います。

　給食は、なるべく手づくりで温かいものがだせるよう

心がけています。

　給食を通じて、わた

したちのふるさと“佐

渡の味”を誇りに思え

るよう、育ってほしい

です。

①ほうれん草をたっぷりの
お湯で１～２分茹でる。
②茹でたほうれん草を水に
入れて、水を絞り２～３
㎝の長さに切る。
③ツナの缶汁を軽く切り、
ほうれん草とツナをボウ
ルに入れる。
④しょうがは、すりおろし
ておく。③におろししょ
うが、ごま、醤油、砂糖
を入れて混ぜ合わせる。

朝食メニュー
●ごはん●みそ汁
●だし巻き卵
●ほうれん草のツナごま
和え（佐渡産）
●根野菜の煮物
●りんご（佐渡産）

温度管理にこだわる　ほうれん草職人

佐渡アグリカルチャーシップ㈲
の皆さん（新穂大野）

インタビューの様子

ごはん、牛乳、ぶりの照
焼き、きんぴらごぼう、
どさんこ汁

　ほうれん草は、ビタ

ミンＡや葉酸が豊富

で、緑黄色野菜のなか

では鉄分も多く含まれ

ています。葉酸は鉄分

の吸収を促進するので、鉄分の効率的な摂取に役立ちます。

また、寒締め（冷温にさらすこと）で糖度やビタミンが上昇

するので、冬はほうれん草がおいしくなる季節です。

　佐渡アグリカルチャーシップ㈲では、ほうれん草をハウス栽

培し、年４回収穫して、佐渡特選市場や農協に出荷していま

す。通年で栽培するため、夏場は温度があがると丈が伸びす

ぎてしまったり、冬場は凍りつかないようにしたりと、温度管

理に気を使うそうです。ほうれん草の栽培のほかには、花の採

種（花の種をとること）などにも取り組んでいるそうです。

　おすすめの食べ方は、おひたしが一般的ですが、最近のほうれ

ん草は苦味も少ないので、サラダなどでも食べられるそうです。

●材料（１人分）

・ほうれん草 1/4把

・ツナ缶　　 1/4缶

・白いりごま 小さじ1/2

・しょうが　 1/4かけ

調味料

・醤油　　　 大さじ1/2

・砂糖　　　 小さじ１

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

ほうれん草

学校給食
チオシイ

食育 元気⑪
笑顔まるごと！
シリーズ

ほうれん草のツナごま和え

浦川小学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

完成イメージ図

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 

　佐渡汽船㈱では、現在両津～新潟航路を就航している「おおさど丸」の代替船として、平成26年春から新造旅客
カーフェリーを就航する予定です。これに合わせ、ご利用されるお客様に親しんでいただけるような船名を一般公
募しています。
※新造旅客カーフェリーの建造費用は、佐渡市が国の社会資本整備総合交付金を活用し補助しています。
●募集要項
　１．応募資格　どなたでも応募できます。
　２．募集期間　２月３日(日)～３月31日(日)（当日消印有効）
　３．募集方法
　　(1) 応募は「官製はがき」で受け付けます。
　　(2) 応募に必要な事項は、次のとおりです。
　　　① 船名の名称と名前の由来
　　　② 応募者の郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号
　　　③ 船舶の名称は、漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ数字のみとし、漢字は「ふりがな」をお願いします。
　　(3) 個人情報保護
　　　① 選定された船名にかかる一切の権利は佐渡汽船㈱に帰属します。
　　　② 応募していただきました官製はがきは返却しません。
　　　③ 応募に関して取得した個人情報は、佐渡汽船㈱が適切に管理し、本募集以外の目的で利用したり、第三者
　　　　 へ提供・開示することは一切ありません。
　　(4) 応募先／問い合わせ先
　　　〒950-0078　新潟市中央区万代島9番1号　佐渡汽船株式会社　庶務課（本間・野﨑）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎025―245―2311（問合せ時間：平日の午前９時～午後５時）
●名称の決定
　１．名称の決定は、応募された名称を選考委員会で審査のうえ、決定します。
　２．決定された名称に応募された方へ、抽選のうえ記念品および感謝状を贈呈します。
　３．決定された名称は、平成25年４月24日（佐渡汽船㈱創立100周年記念式典当日）に式典会場で発表すると
　　　ともに佐渡汽船㈱ホームページ並びにマスコミ等に公表します。
●新造旅客カーフェリーの概要
　全長：約125メートル、総トン数：約5,200トン、航海速力：約18.7ノット、旅客：1,500名
　車両搭載台数：大型バスまたは大型トラック28台および乗用車8台、乗用車のみの場合168台

新造旅客カーフェリーの船名募集
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